
 
 

 
 

平
成
二
十
七
年
五
月
定
例
教
育
委
員
会
会
議
録 

 

鳴
門
市
教
育
委
員
会 

五
月
定
例
教
育
委
員
会
は
五
月
八
日
招
集
告
示 

五
月
十
五
日
十
四
時 

市
分
庁
舎
教
育
委
員
会
会
議
室
で
開
会 

同
日
十
五
時
三
十
一
分
閉
会
し
た 

一
、
出
席
委
員 

寺
田
委
員
長 

巽
職
務
代
理
者 

加
藤
委
員 

小
松
委
員 

近
藤
委
員 

一
、
欠
席
委
員 

な
し 

一
、
出
席
者 

事
務
局
職
員 

荒
川
教
育
次
長 

天
満
教
育
総
務
課
長 

西
條
教
育
総
務
課
副
課
長 

そ
の
他
職
員 

竹
下
学
校
教
育
課
長 

三
栖
生
涯
学
習
人
権
課
長 

中
山
教
育
支
援
室
長 

 

小
野
木
体
育
振
興
室
長 

一
、
傍
聴
者 

一
名 

一
、
会
議
は 

委
員
長
が
議
事
を
進
行
し
た 



一
、
議
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 

一
、
議
案
第
二
十
七
号 

平
成
二
十
七
年
度
鳴
門
市
大
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い

て 一
、
議
案
第
二
十
八
号 

平
成
二
十
七
年
度
鳴
門
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
二
十
九
号 

鳴
門
市
い
じ
め
問
題
等
対
策
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
三
十
号 
鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
三
十
一
号 

鳴
門
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
三
十
二
号 

鳴
門
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
三
十
三
号 

鳴
門
市
教
科
用
図
書
採
択
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

一
、
議
案
第
三
十
四
号 

平
成
二
十
八
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
調
査
委
員
の
任
命
と
委
員
長
の
選
任
に
つ

い
て 

一
、
議
案
第
三
十
五
号 

平
成
二
十
七
年
度
学
校
（
幼
稚
園
）
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 



一
、
委
員
長
は 

十
四
時 

五
月
定
例
教
育
委
員
会
の
開
会
を
宣
し
た 

一
、
委
員
長
は
会
議
録
の
朗
読
を
事
務
局
に
求
め
た 

西
條
教
育
総
務
課
副
課
長
は 

四
月
定
例
教
育
委
員
会
の
会
議
録
を
朗
読
し
た 

一
、
委
員
長
は
会
議
録
の
承
認
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
に
つ
い
て
諮
り 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
二
十
七
号 

平
成
二
十
七
年
度
鳴
門
市
大
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求
め
た 

本
件
に
つ
い
て 

天
満
教
育
総
務
課
長
は 

鳴
門
市
大
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
に
基
づ
き 

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て 

平
成
二
十
六
年
度
委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
こ
と
に
よ
り 

二
十

七
年
度
委
員
を
案
の
と
お
り
委
嘱
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

加
藤
委
員
は 

本
件
運
営
委
員
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て 

質
問
し
た 



天
満
教
育
総
務
課
長
は 

本
件
運
営
委
員
会
は
五
月
頃
に
開
催
し 

大
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
費
会
計

の
承
認 

給
食
や
大
麻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
協
議
い
た
だ
く
他 

委
員
個
々
に 

各
学
校
の
給

食
試
食
等
に
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 
議
案
第
二
十
七
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
二
十
八
号 

平
成
二
十
七
年
度
鳴
門
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
運
営
委
員
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求
め
た 

本
件
に
つ
い
て 

中
山
教
育
支
援
室
長
は 

鳴
門
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
設
置
規
則
に
基
づ
き 

平
成
二

十
七
年
六
月
十
四
日
を
も
っ
て
委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら 

平
成
二
十
七
年
六
月
十
五
日
付
で 

案
の
と
お
り
新
委
員
を
委
嘱
し
た
い
旨 
説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
二
十
八
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
二
十
九
号 

鳴
門
市
い
じ
め
問
題
等
対
策
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説

明
を
求
め
た 



本
件
に
つ
い
て 

中
山
教
育
支
援
室
長
は 

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
設
置
す
る 

鳴
門
市
い
じ

め
問
題
等
対
策
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て 

案
の
と
お
り
委
嘱
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

小
松
委
員
は 

委
員
に
学
校
関
係
者
が
多
く 

地
元
評
議
員
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て 

質
問
し
た 

中
山
教
育
支
援
室
長
は 

本
件
委
員
会
の
下
位
に 

鳴
門
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
活
用
し
た 

い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
て
お
り 

そ
の
構
成
員
で
あ
る 

警
察
・
児
童
福
祉
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
・
青

少
年
補
導
員
等
と
情
報
交
換
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
旨 

回
答
し
た 

加
藤
委
員
は 

保
護
者
の
立
場
で
意
見
を
述
べ
る
者
を 

下
位
組
織
で
は
無
く 

一
番
権
限
を
持
つ
委
員
に
加

え
る
べ
き
と
い
う
小
松
委
員
の
意
見
に
は
賛
成
だ
が 

本
件
委
員
会
は
今
回
新
設
す
る
組
織
で
あ
り 

ま
ず
は
事

務
局
案
の
と
お
り
発
足
し 

一
年
様
子
を
見 
そ
の
後
見
直
し
て
は
ど
う
か 

と
意
見
を
述
べ
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
二
十
九
号
に
つ
い
て
諮
り 
協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 



一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
号 

鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求

め
た 

本
件
に
つ
い
て 

小
野
木
体
育
振
興
室
長
は 

鳴
門
市
附
属
機
関
設
置
条
例
に
基
づ
き
設
置
す
る 

鳴
門
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
委
員
の
う
ち 

３
名
の
委
員
が 

定
期
異
動
に
よ
り
所
属
す
る
団
体
の
代
表
を
交
替

し
た
た
め 

後
任
の
代
表
者
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

巽
委
員
は 

中
学
生
に
人
気
の
高
い
里
崎
選
手
が 

鳴
門
市
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て 

鳴
門
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
を
質
問
し
た 

荒
川
教
育
次
長
は 

里
崎
選
手
は
本
市
で
最
初
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
り 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
当

日
に
は 

就
任
イ
ベ
ン
ト
と
小
学
生
向
け
野
球
教
室
を 

今
後
は
講
演
や
指
導
者
育
成
等
に
ご
協
力
い
た
だ
く
予

定
で
あ
り 

里
崎
選
手
に
協
力
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
や 

ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
推
薦
す
る
方
等 

情

報
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 



一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
一
号 

鳴
門
市
図
書
館
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求
め
た 

本
件
に
つ
い
て 

三
栖
生
涯
学
習
人
権
課
長
は 

鳴
門
市
図
書
館
条
例
に
基
づ
き 

家
庭
教
育
関
係
委
員
と

し
て
委
嘱
し
た
委
員
一
名
が 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
異
動
に
よ
り
交
替
し
た
た
め 

後
任
者
を
委
員
と
し
て
委
嘱
し
た

い
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
一
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
二
号 

鳴
門
市
社
会
教
育
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求
め
た 

本
件
に
つ
い
て 

三
栖
生
涯
学
習
人
権
課
長
は 

鳴
門
市
社
会
教
育
委
員
条
例
に
基
づ
き 

鳴
門
市
幼
小
中

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
と
し
て
委
嘱
し
た
委
員
一
名
が 

役
職
を
交
替
し
た
た
め 

後
任
者
を
委
員
と
し
て
委
嘱

し 

ま
た
委
員
一
名
が 

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日
に
死
去
し
た
た
め 

委
員
数
が
十
三
名
と
な
っ
た
旨 

説
明
し
た 

寺
田
委
員
長
は 

後
任
の
委
員
が
選
出
さ
れ
る
時
期
に
つ
い
て
質
問
し
た 



三
栖
生
涯
学
習
人
権
課
長
は 

六
月
二
日
に
開
催
さ
れ
る 

鳴
門
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会
に
て 

後
任

者
が
選
出
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
二
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 
議
案
第
三
十
三
号 

鳴
門
市
教
科
用
図
書
採
択
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
は 

教
科
用
図
書

採
択
の
公
平
を
確
保
す
る
観
点
か
ら 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
十
三
条
第
六
項
た
だ

し
書
き
の
規
定
に
よ
り 
会
議
を
非
公
開
と
す
る
発
議
を
し 

全
会
一
致
で
可
決
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
三
号 

鳴
門
市
教
科
用
図
書
採
択
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明

を
求
め
た 本

件
に
つ
い
て 

竹
下
学
校
教
育
課
長
は 

鳴
門
市
教
科
用
図
書
採
択
委
員
会
運
営
要
綱
に
基
づ
き 

案
の

と
お
り
委
員
を
委
嘱
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
三
号
に
つ
い
て
諮
り 
協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 



一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
四
号 

平
成
二
十
八
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
調
査
委
員
の
任
命
と
委
員
長
の

選
任
に
つ
い
て
は 

教
科
用
図
書
採
択
の
公
平
を
確
保
す
る
観
点
か
ら 

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
第
十
三
条
第
六
項
た
だ
し
書
き
の
規
定
に
よ
り 

会
議
を
非
公
開
と
す
る
発
議
を
し 

全
会
一
致
で
可

決
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
四
号 

平
成
二
十
八
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書
調
査
委
員
の
任
命
と
委
員
長
の

選
任
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求
め
た 

本
件
に
つ
い
て 

竹
下
学
校
教
育
課
長
は 

鳴
門
市
教
科
用
図
書
採
択
委
員
会
運
営
要
綱
に
基
づ
き 

教
科

用
図
書
採
択
委
員
会
の
下
位
に 
教
科
用
図
書
の
調
査
研
究
を
行
う 

教
科
用
図
書
調
査
会
を
設
置
し 

案
の

と
お
り
調
査
員
を
任
命
し 

委
員
長
を
選
任
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
四
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
五
号 

平
成
二
十
七
年
度
学
校
（
幼
稚
園
）
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

事
務
局
に

説
明
を
求
め
た 



本
件
に
つ
い
て 

竹
下
学
校
教
育
課
長
は 

鳴
門
市
立
小
学
校
及
び
中
学
校
管
理
規
則
及
び 

評
議
員
設
置

要
綱
に
基
づ
き 

各
学
校
長
及
び
幼
稚
園
長
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
者
に
つ
い
て 

平
成
二
十
七
年
度
学
校
評
議

員
に
委
嘱
し
た
い
旨 

説
明
し
た 

加
藤
委
員
は 

学
校
評
議
員
の
任
期
が
委
嘱
の
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
と
な
っ
て
い
る
が 

四
月
に
学
校
評
議

員
が
行
事
に
参
加
す
る
場
合
が
あ
り 

制
度
が
実
態
に
即
し
て
お
ら
ず
対
処
方
法
は
な
い
の
か
と 

質
問
し
た 

寺
田
委
員
長
は 

学
校
長
か
ら
推
薦
が
あ
っ
た
後 

教
育
委
員
会
で
委
嘱
を
承
認
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
た

め 

学
校
長
の
人
事
異
動
等
に
よ
っ
て
対
応
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か 

と
意
見
を
述
べ
た 

竹
下
学
校
教
育
課
長
は 

学
校
評
議
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
は 

学
校
長
が
委
嘱
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い

う
文
部
科
学
省
の
見
解
も
あ
る
が 

変
更
に
は
規
則
改
正
が
必
要
な
た
め 

今
後
改
め
て
協
議
を
お
願
い
し
た
い

旨 

説
明
し
た 



小
松
委
員
は 

学
校
評
議
員
に
つ
い
て 

同
じ
方
が
長
年
継
続
さ
れ
て
い
る
が 

保
護
者
に
近
い
方
が
減
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で 

新
し
い
方
に
参
加
し
て
頂
く
た
め
に
も 

最
長
十
年
等
の
制
限
を
設
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
か
と 

質
問
し
た 

竹
下
学
校
教
育
課
長
は 

文
部
科
学
省
や
徳
島
県
の
方
針
も
あ
り 

鳴
門
市
独
自
の
制
度
で
は
な
い
た
め 

今

後
研
究
し
て
い
き
た
い
と 

説
明
し
た 

加
藤
委
員
は 

学
教
評
議
員
に 

地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
着
い
て
い
る
場
合
が
多
く 

実
際
の
役
割
が
分
か

り
に
く
い
が 

家
庭
と
地
域
の
連
動
を
狙
う
た
め
に 

具
体
的
な
活
動
を
決
め
て
は
ど
う
か
と 

意
見
を
述
べ
た 

近
藤
教
育
長
は 

学
校
評
議
員
は 
様
々
な
学
校
行
事
に
足
を
運
ん
で
そ
の
都
度
色
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
く

他 

学
校
を
評
価
す
る
役
割
も
あ
り 

教
育
環
境
に
生
か
せ
る
よ
う 

学
校
長
に
十
分
に
伝
え
て
お
き
た
い 

と

意
見
を
述
べ
た 

加
藤
委
員
は 

地
域
の
文
化
的
な
活
動
を
担
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で 

地
元
の
お
祭
り
へ
の
参
加
や 

地
域

の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で 

郷
土
を
担
う
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
が 

大
切
だ
と
意
見
を
述
べ
た 



近
藤
教
育
長
は 

鳴
門
市
の
定
住
人
口
を
減
少
さ
せ
な
い
施
策
を
考
え
る
な
か
で 

子
ど
も
達
が
地
域
の
伝
統

文
化
を
学
び 

郷
土
愛
を
育
て 

一
度
市
外
に
出
て
も 

ま
た
鳴
門
に
戻
っ
て
生
活
し
て
い
く
人
を
増
や
す
よ
う

な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と 

意
見
を
述
べ
た 

加
藤
委
員
は 

鳴
門
西
小
学
校
の 

地
域
の
地
図
づ
く
り
を
例
に
あ
げ 

ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い 

と
意
見
を
述
べ
た 

一
、
委
員
長
は 

議
案
第
三
十
五
号
に
つ
い
て
諮
り 

協
議
の
結
果 

全
委
員
異
議
な
く
承
認
し
た 

一
、
委
員
長
は 

協
議
事
項 
鳴
門
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て 

事
務
局
に
説
明
を
求

め
た 

本
件
に
つ
い
て 

三
栖
生
涯
学
習
人
権
課
長
は 

鳴
門
市
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
（
素
案
）
に
つ
い

て
資
料
に
沿
っ
て 

説
明
し
た 

加
藤
委
員
は 

本
は
想
像
力
を
成
長
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
の
で 

是
非
進
め
て
も
ら
い
た
い 

と
の
意
見
を
述

べ
た
。 



一
、
委
員
長
は 

報
告
事
項
の
説
明
を
事
務
局
に
求
め
た 

天
満
教
育
総
務
課
長
は 

報
告
事
項
の
な
い
こ
と
を
報
告
し
た 

一
、
委
員
長
は 

十
五
時
三
十
一
分 

閉
会
を
宣
し
た 

一
、
そ
の
他
の
事
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る 

一
、
委
員
長
は 

六
月
定
例
教
育
委
員
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
後
日
調
整
の
上 

連
絡
す
る
こ
と
を
確
認
し
た 

 


